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令和３年度第２回八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン懇談会 

議事録 

 

開催日：令和４年３月１８日（金） 

開催場所：北杜市役所長坂総合支所 書面会議 

出 席 者：委員１８名（利根川昇会長、和田正生副会長、小林昭治委員、石川高明委員、飯

田久美子委員、名取あゆみ委員、田口夕季委員、小澤建二委員、小林俊一委員、時

田源夫委員、中山貴之委員、三井悦子委員、今井田紀子委員、細川強委員、小平雅

彦委員、藤原真史委員、雨宮伊織委員、牛山德康委員） 

欠 席 者：委員２名（名取孝三委員、白倉繁委員） 

傍 聴 人：なし 

 

１ 議事録署名人選出 

事 務 局：北杜市審議会等の会議の公開に関する要綱第９条の規定により、議事録署名人２

名を選出いたします。選出方法は委員名簿の順でお願いしておりますので、今回は

田口夕季委員と小澤建二委員にお願いします。 

 

２ 議事 

（１）八ヶ岳定住自立圏共生ビジョンの変更について 

 賛成１８名 反対０名 

 議案第１号について、過半数の賛成をもって承認されました。 

＜委員からの意見＞ 

委員：住民の方はこの取扱いをどの程度理解しているのでしょうか。意見としては、わ

かりやすくて広報とか公式ホームページで報告して、住民全体で取り組むことが

必要と考えています。 

委員：３市町村が協業する事業が減っているように感じます。一方で、似たような事業

を単費で行っているようにも見受けられます。３市町村の行政の担当者様はよく

連絡を取り合って、共生ビジョンの趣旨に沿って事業を行ってください。 

委員：昨年８月の懇談会の際に感じたことを素直に書かせていただきます。各市町村、

各分野で活躍されている方々が集まっているにもかかわらず、話し合う時間がほ

とんどなく、ほぼ資料の説明、質疑応答で終わってしまうという内容が残念でなり
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ませんでした。各分野のグループディスカッションなど建設的な会になることを

期待しています。議長が話を発展させずにすぐ終わらせてしまう様子に悲しさも

感じました。八ヶ岳定住自立圏を盛り上げていくためには、こうしたところでの 

３市町村同士の交流が不可欠かと思います。子育て分野に関しては、コロナ禍でま

だ行き来は難しいとしても、各子育て施設が毎月発行しているお便りを相互に受

け取り、スタッフ間での共有や利用者親子への情報提供に役立てられたらいいの

ではないかと考えています。小さな交流が将来の発展的な交流につながっていく

はずです。 

委員：共生ビジョン８ページ圏域の目標人口、原村の現在の人口は８，０００人を超え

ていますが、目標人口７，０２０人というのはどういうことでしょう。減少が目標

なのでしょうか。１７ページ子育て支援施設相互利用事業、原村では子ども子育て

支援センターの建設が予定されていますが、この大きな事業を控えていながら予

算１９，０００円の増加しかないというところに大きな疑問を感じます。３１ペー

ジ、３６～３７ページほか、子ども文化に関する予算が全体的にことごとく減少し

ています。八ヶ岳定住自立圏の将来を思うと再度検討をお願いしたい内容です。 

委員：新型コロナウイルス感染症により、働き方の改革が進み、地方移住が増える傾向

がみられるとの報道があります。この機会を新たな地方創生の展開に生かしてい

ってもらいたいと思います。 

委員：全体にコロナの状況を踏まえた変更となっています。移住定住相談対策推進事業

のように、コロナ禍であるからこそ組織の見直しや新事業費の計上などが盛り込

まれており、納得できるものとなっています。 

委員：観光振興の推進に入ると思うが、北杜市、富士見町、原村に温泉施設があるが、

特に北杜市の利用料が上がり利用しなくなりました。３市町村が同じ低料金で利

用できるよう検討してください。 

委員：八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン懇談会が開催されず残念です。３市町村が力を合

わせて安心かつ快適に暮らせる地域となり、人口増加となることを願います。しっ

かりと現状を把握し、対策を考えられたらと思います。 

委員：富士見町スポーツ推進委員の委託を受けその活動も行っております。事業内容 

⑨－４、５等の設備の活用拡大も含め、スポーツに関連し、３市町村一体でのスポ

ーツ推進委員での取り組みを検討できないかと思いました。事業内容②－１、２及

び③－１、２にも関連があるかと思います。まず、３市町村のスポーツ推進委員合
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同の意見交換会を企画し、本会のビジョンを理解したうえで何らかの活動の提案

ができるのではないかと考えます。私案ですが、下記プログラム等も考えられ、本

会の趣旨にも沿うかと思います。・幼児、子ども向け軽スポーツ体験会・成年対象

の３市町村合同スポーツ大会（ビーチ、ソフトバレー大会等）・中高年対象のスト

レッチ、ウォーキング体験会・富士見高原リゾート等の芝生グラウンドを利用した

球技体験会（ミニラグビーなど） 

委員：各自治体関係機関との連携を充実強化し、定住自立圏事業の周知を図り、事業の

効果的に推進していただきたいです。 

委員：３市町村の連携を強化して、ウィズコロナの動向を見据えながら着実な事業実施

を期待します。なお、ビジョンの変更に異論はございませんが、主たる変更点であ

る事業費の増減について、一部の事業では増減の理由の説明というよりは事業内

容の説明に止まっている点、「コロナの状況を踏まえ」が多用されていますがどの

ように踏まえたかが説明からは十分に読み取れない事業が散見される点が気にな

りました。書面会議ゆえ、やむを得ない面もありますが、次回以降も書面会議とな

る場合、議事説明資料ではこうした点に留意いただけますと幸いです。 

事 務 局：委員の皆様から貴重な御意見をいただき、感謝申し上げます。定住自立圏の

推進に係る取組とその効果につきましては、今後、国の財政措置の考え方を踏まえ

つつ、３市町村が連携した事業及び圏域住民への普及啓発を行っていくことが重

要となっています。 

定住自立圏の推進にあたり、短期的視点で改善、工夫していかなければならない

点としましては、３市町村の事務局及び事業担当課同士の意見交換の場を設け、事

業の進捗管理やＫＰＩの検証を行うとともに、今回、委員の皆様からいただいた御

提案を踏まえたビジョンの見直しを行い、新たな取組が展開できるよう、連携の強

化と圏域の一体感の醸成を図ってまいります。 

一方で、中長期的視点で圏域住民の定住自立圏の取組や存在について普及啓発

していかなければならない点としましては、例えば圏域住民が定住自立圏におけ

る生活機能の強化や人口流出を食い止めるためにどういった意識を抱いているか

を把握するためのニーズ調査を行い、今後の施策検討の基礎資料として活用し、圏

域住民へ浸透を深めていくことが重要であると考えております。 

また、３市町村長の首長会議も年１回程度開催し、その協議の場において、連携

事業の提言があれば、適宜対応してまいりたいと考えておりますので、御理解と御
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協力をお願い申し上げます。 

なお、ほとんどが御意見でしたけれども、いくつか御質問がありましたので、お

答えいたします。 

まず、共生ビジョン８ページの圏域の目標人口についてでありますが、国立社会

保障・人口問題研究所の推計によると、２０３０年以降は７０％以上の市区町村が

２０１５年に比べ２０％以上総人口が減少するとしています。３市町村はこれを

考慮し、これからの２０年間の総人口は、増加よりも例えば若い世代が都市部への

流出により人口減少が進むことを予測のうえ、２０４０年の目標人口を設定して

おります。つまり、３市町村の総人口のトレンドは、生活機能の強化を図り人口流

出を食い止める対策に取り組むことにより、今後数年は緩やかな増減で推移する

ものの、２０３０年をピークに人口減少が急激に進むことを予測していることに

なります。 

ただし、共生ビジョンの将来人口推計は、２０１５年国勢調査をベースにしてお

りますので、２０２０年国勢調査をベースにした圏域の人口推計をきちんと検証

していかなければならないと考えております。 

次に、共生ビジョン１７ページの子育て支援施設相互利用事業の原村の事業費

についてでありますが、共生ビジョン策定時のＲ４事業費１，１３１千円に対し、

今回のＲ４事業費１，１５０千円を比較した額が１９，０００円の増額に留まって

いるとの御指摘でありますが、子ども子育て支援センターの建設費は、地方創生拠

点整備交付金を活用する関係もあり、ここで交付金の内示が通知され令和３年度

補正予算で計上しました。よって、その建設費は今後、共生ビジョン事業費更新時

に修正することになると考えております。 

引き続き、委員の皆様との御協力のもとでやっていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

 

 


